
246 INTERNET magazine 2000/11 PDA（ピー・ディー・エー／Personal Data Assistance）：個人用携帯情報端末。予定表やアドレス帳など、おもに個人データの管理に用いる携帯用の電子機器。最近では、
パソコンと連携したりインターネットへ接続したりする機能も標準的に装備されている。その多くがタッチパネル式の液晶画面で操作する。

デスクトップPC、ノートPC、PDAに携帯電話。状
況に応じていくつもの情報機器を使い分けるのは、も
はやあたりまえだ。しかし使う機器が増えれば、散ら
ばるデータを管理し、同期をとるのに苦労するのも事
実。今回紹介する“fusionOne”（フュージョンワン）
では、インターネットを通した一元的なデータ管理が
できるのでそんな悩みも一気に解消する。データを1
つに“Sync”させるその仕組みと使い方を解説する。

「my fusionOne」にログインすると利用中の
アカウントについてデータの種類や容量、ユーザ
ーのプロフィールなどが確認できる。「マイデー
タ」タブをクリックして表示される“カレンダー”
や“ブックマーク”のデータが常に最新の情報
に更新されている。

my.fusionone.co.jp

fusionOneではアドレス帳やブックマ

ーク、ファイルなどのデータを同期させる

“インターネットSync”サービスを展開

している。ユーザーはサーバー上にデータ

を置き、効率よく安全性の高い独自の方

式で“Sync”（fusionOneでは同期作業

のことをこう呼ぶ）を実行できる。

これまでにもPCやPDAどうしでデータ

を同期（シンクロ）させるソフトやサービ

スはあったものの、そのほとんどはデータ

fusionOneの決定的な新しさ

いままでのシンクロ術を見直そう

これからは
大事なデータこそネットで保管 !

PCを中心とした
各デバイス間での同期

PC × ウェブ ケータイの

シンクロ術
×

2000年、すべてのデータは“ ”で1つに

小笠原誠＋編集部
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INTERNET magazine 2000/11 247タイムスタンプ：ファイルやフォルダーが付加情報として持っている、作成日時や更新日時などの日時に関するデータのこと。

日本語による“インターネットSync”

サービスも9月からスタートした。これま

でウェブサーバーを使ってネットワークに

データを保管していた人はもっと楽にデー

タ管理ができるようになる。単なるウェブ

の予定表サービスだけでは不便だと感じ

ていた人にもおすすめだ。2000年中は無

料でサービスが提供されるので、とりあえ

ず試しても損はない。有料になっても料

金はディスクスペース15Mバイトを使え

るプランが月額280円（年額では2,800

円）からと安い。米国版と違って広告付

きの無料プランはないが、サービス内容か

らすれば非常にお買い得だ。

なお、PCからfusionOneのサイトにア

クセスするとブラウザーの言語情報を判別

して自動的に言語が変わる。日本の

fusionOneにアクセスしても英語サイト

につながってしまうときは、インターネッ

トオプションの「全般」タブ→「言語」

をクリックし、「言語の優先順位」を「日

本語」に設定し直してみよう。

現在のところ日本語版fusionOneエー

ジェントはウィンドウズのみの対応だ。し

かしマッキントッシュでもeDockを通じ

てブラウザーでデータにアクセスできる。

基本料金にディスク料金を上積みした額が上記のように
なる。年払いだと10か月分の料金で1年間使える。こ
のほか企業向けのサービスも準備される予定。

fusionOneのサービス体系

のタイムスタンプを見て新しいものに書き

換える程度の仕組みだった。一見単純だ

が書き換えの手間は大きく時間もかかる

うえ、どこかで一元的に管理しないと結

果的に非効率になる手法だった。

fusionOneは専用のエージェントソフ

トを使ってデータの変更をチェックし、変

更された部分を定期的にサーバーに送っ

てSyncする。やりとりするデータが少な

ければ時間も節約できるうえに、この方

法だとネットワークに流れるのはデータの

一部だけなので、第三者が盗み見ても内

容を知ることすら不可能だ。

インターネット上でデータを一元的に管

理すれば、データを利用できる機器の種

類も大いに広がる。オフィスで書き込ん

だ予定表を携帯やPDAで確認するだけで

なく、データを変更したり追加したりして

自宅やオフィスの予定表に自動的に反映

させるのもfusionOneでは難しいことで

はない。ここがfusionOneが単なる予定

表サービスやウェブレンタルとは決定的に

異なる新しい点だ。いつでもどこでも使い

たい情報こそインターネットに置こう！

PC
PC

携帯電話 
PDA

個人のメール 

すべてのメール 

アドレス帳 

スケジュール 

作業中のファイル 

ブックマーク 

ウェブブラウザー 

Sync Sync Sync

fusionOne

Sync Sync

インターネット 

日本語版サービスもいよいよスタート!

Syncサービスを活用すれば……

■最新データがどれなのか迷わない！

データを更新するたびにfusionOne

へ自動的にSyncすため、データの

新旧で迷うことがない。

■機器を直接つなげる必要がない!

機器どうしを直接接続する必要が

なくなる。インターネットに接続し、

fusionOneのサーバーにあるデータ

にそれぞれがSyncするだけで最新

のデータを使えるのだ！

■どこからでもデータを操作できる!

ウェブ（eDock）を通せばほぼすべて

のインターネット接続機器に対応

する。作業自体はインターネットに

つながりさえすれば何を使ってもか

まわないので手元に自分のPCがな

くてもあわてる必要はない。

すべてのデータをインターネット上に保管
Syncサービスでは

Syncできるデータの種類

2000年末まで

25MB 無料 -----

2001年より（予定）

15MB 280円 2,800円
50MB 700円 7,000円
100MB 1,000円 10,000円
500MB 3,200円 32,000円
1GB 5,200円 52,000円

料金
容量 月額 年額

カレンダー/ブックマーク/メモ/仕事/連絡先/電子メー
ル/ファイル（テキスト、画像、音声など、ほぼすべて
の形式に対応）
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248 INTERNET magazine 2000/11 SSL（エス・エス・エル／Secure Socket Layer）：ブラウザーやサーバー間で安全にデータをやり取りするためのプロトコル。米ネットスケープ社が開発し、マイクロソフトなどが
採用している。認証と暗号の機能を持ち、ブラウザーとサーバーの間でお互いを確認したり、やり取りするデータを暗号化したりする機能を持つ。

“インターネットSync”を利用するには、

ユーザー登録を行い、専用エージェント

ソフトを導入する必要がある。まずは

fusionOne にアクセスし、そこから

サインアップページに移動する。SSLを用

いたページなのでセキュリティー警告が表

示されるが、そのまま“OK”をクリック

してジャンプしよう。ここで登録したユー

ザー名（半角4文字以上）とパスワード、

メールアドレスは他の機器の設定でも使

うので絶対忘れないように。

www.fusionone.co.jp

サインアップ画面ではユーザー名、パスワードのほ
か、姓名、メールアドレス、年齢、性別、郵便番
号などを入力する。すべての項目を記入したら、画
面下部の“fusionOneサービスの……”という項目
にチェックを入れ、“ここをクリック!”を押す

1台1台のPCやPDAなど、Syncするデータを扱
う個々の手段をfusionOneではすべて“デバイス”
と呼ぶ。自分が使うものにチェックを入れよう。サ
ービス開始後も変更できるので、将来新しい機器
を使うときにも対応できる。

パスワードや個人情報の変更は、fusionOneのウ
ェブサイトにログインしてから「オプション」を選
ぶ。パスワードを忘れたときは登録時に記入した
パスワードヒントをメールで送ってもらう。

利用するデバイスを登録したら、“ダウ

ンロード”をクリックすると現在使ってい

るPCにエージェントソフトがインストー

ルされる。インターネットエクスプローラ

（IE）を使う場合は自動でダウンロードが

始まるが、何も起きない場合はブラウザ

ーのリンクをたどって直接インストーラー

をダウンロードしよう。

インストール先のフォルダーを決め、プ

ログラム本体のコピーが完了すると、

fusionOneエージェントのウィンドウが開

く。最初の設定はモデム、LANなど接続

方法の設定だ。次にサインアップで登録

したユーザー名とパスワードの入力を求め

られる。最後にSyncするデータを設定す

る部分に入る。

トレイに常駐した
エージェント
データの書き換えを監視し、定期
的にSyncするために、fusionOne
エージェントが目を光らせる。

fusionOneとSyncで
きるデータの種類や
Syncする範囲を設定

「アプリケーション」で設定できる
項目の各要素の設定を直接開く

Syncする

アカウントの作成と“デバイス”の登録

自宅でもオフィスでも、使うデータはいつも新鮮!

まずはPCどうしの
データをSyncする!

“fusionOneエージェント”のインストール

fusionOneエージェン
トが起動する間隔やス
ケジュールを設定

Syncするために接続
する回線の種類やプロ
キシーなどを設定

fusionOneのサイトに
アクセスし、「マイ デ
ータ」をブラウザーで
開く

fusionOneエージェン
トのバージョン情報や
暗号化強度などの情報
を表示

fusionOneのサイトに
アクセスし、ヘルプを
ブラウザーで開く
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INTERNET magazine 2000/11 249PIM（ピム／Personal Information Manager）：スケジュールやアドレス帳などの個人情報を管理するソフトウェアのこと。

データの選択や設定はすべてエージェントから行う。
左側からSyncするかどうかのチェックボックス、利用
するアプリケーション、詳細設定ボタンと並んでいる。

ユーザー名とパスワードの認証が済んだ

ら、最初のデータ転送の設定だ。“Sync

する情報の選択”という別ウィンドウが

現れ、常にfusionOneのサーバーに置い

てSyncさせたいデータの種類を問われる。

“ファイル”、“連絡先”、“ブックマーク”

などから必要なものを選択したらSyncを

実行する。これでfusionOneのサーバー

上に、設定した内容のデータがすべて転

送される。最初のデータを転送するには

やや時間がかかるので、途中で回線を切

らないように注意しよう。

なお、選択できるデータの種類は左に

示したとおり。対応しているアプリケーシ

ョンはアウトルックが中心だが、今後はそ

の他のPIMアプリケーションやメールソフ

トにも対応する予定だ。

アウトルックエクスプレスやネットスケープコミュニケーターで使っている“連絡先”

がSyncの対象になっているほか、アウトルック97/98/2000を使っていれば予定表や

メモ、タスクリストだけでなく、添付ファイルにいたるまですべての項目がSyncできる

ようになっている。

いままでの作業をオフィスのPCでやっ

たのならば、そのあとは自宅にあるPCの

データとSyncさせてみよう。自宅からブ

ラウザーでfusionOneのサイトにアクセ

スしたら、初めに登録しておいたユーザー

名とパスワードでログインして“my

fusionOne”を開く。そして「デバイス

の追加」で「Windows PC」を新たに選

ぶか、先に利用デバイスに登録しておい

た「Home PC」として接続しよう。する

とここでもエージェントのダウンロード画

面になるので、先ほどと同じくインストー

ルを行い、設定を進めるといよいよSync

を行う場面がやってくる。ブックマークや

ファイルなど、最初にSyncさせた項目が

しっかりと反映されていれば成功だ。

1台目と同じく2台目のPCにもインストール
Syncさせるまでの作業そのものは登録時の作業とほぼ同じなので、そう迷わな
いはず。ダウンロード→接続方法の設定→既存のユーザー名とパスワード入力→
Syncする内容の設定と続く。

ひんぱんにSyncする必要のない場合に
はスケジューラの設定を使って無駄な
接続を減らそう。
AutoSync機能を使って定期的に更新
させる以外にもPCの起動時や終了時
にSyncさせるようにできる。

Syncさせるデータを選ぶ

オフィスと自宅、2つのPCがいよいよSync

カレンダー/仕事/メモ/連絡先

ファイルをフォルダー単位で指定してSyncさせられる。「ファイル」欄のチェックボ

ックスをオンにするとフォルダー選択のダイアログが現れ、設定後に表示されたフォル

ダー項目の「詳細」をクリックして、Syncしないファイルを拡張子やサブフォルダー

ごとにフィルタリングできるようになっている。

ファイル

現在はアウトルックにしか対応していない（アウトルックエクスプレスは不可）が、

電子メールを1通ずつSyncさせることができる。すでに受信トレイから移動して分類

したメールをSyncさせるかどうか、メールに添付されたファイルも合わせてSyncさせ

るかどうかはこの項目の「詳細」をクリックして設定できるようになっている。

電子メール

IEやネットスケープコミュニケーターの「お気に入り」、「ブックマーク」もすべて

Syncできる。現行のエージェントではアイテム数が多くなるとSyncに意外と時間がか

かるので、常時使うURLは1つのフォルダーにまとめるようにしよう。

ブックマーク
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ウェブから、ケータイからそしてPDAからも

外出先で
自由自在にSyncする!

250 INTERNET magazine 2000/11 スプレッドシート：Excelやロータス1-2-3 などのうな表計算ソフトで計算や描図を行うために作られる格子型の表のこと。表計算ソフトで作成したファイルや表計算ソフト自体のことを指
す場合もある。

従来のデータ同期ソフトは、基本的に

専用のクライアントソフトを導入したPC

でしかデータを見られなかった。だがイン

ターネットに置かれたデータを利用した

fusionOneは違う。専用エージェントソ

フトを導入していないPCでも、ウェブブ

ラウザーを通してデータの閲覧や書き換え

ができるのだ。

まずfusionOneのサイトにあるeDock

のトップページ にアクセス。ここで

ユーザー名とパスワードを入力すれば自分

専用のeDockが開かれる。ここから既存

のデータを確認することはもちろん、新た

に予定やアドレスを追加したりメールを読

み書きしたりして“Sync”ボタンを押す

とfusionOneのデータとSyncし、PCの

データにも反映させられるのだ。
edock.fusionone.co.jp

受信トレイ（メール）
会社のアドレスあてに送られてきたメールを、自宅の
PCでも読む人は多いはずだ。だがその場合、自宅側
で不要なメールを削除しても会社側のメールボックス
には何の変化も起こらない。fusionOneでは電子メー
ルの送信、受信、削除はほかのすべてのデバイスに反
映される。ウェブでの操作もしかり。場所を問わず、
シームレスに1つのメールボックスを使えるのだ。

カレンダー（予定表）
eDockで参照できるのは、その日の予定だけにとどま
らない。“カレンダー”でSyncさせた予定はすべてこ
こで確認できる。更新された内容は、オフィスのPCや
自宅のPCにも反映される。
長期の出張や旅行に出ている時でも、必要に応じて予
定を確認することができれば、長期的な計画も立てや
すくなるだろう。

仕事（ToDoリスト）
大容量のディスクスペースが用意されたfusionOneで
は、アウトルックの“仕事”項目に添付したファイル
もいっぺんにSyncできる。仕事に関するスプレッドシ
ートやワープロ文書、プレゼン資料を添付すれば、必
要なときにいつも最新のファイルにアクセスできる。こ
れまで“仕事”を単なるタスクリストとして使っていた
人もぜひファイル添付で仕事を上手に整理してみよう。

ブラウザーでSync：すぐれものポータル“eDock”

eDockのメイン画面“Today”
アウトルックの「Outlook Today」とほぼ同じ体裁のメイン画面。いわゆるToDoリストは
ビジネスマンにとって、もはやあたりまえのものになっているが、eDockを利用すればより
有効に活用できる。たとえば出先から午後の訪問先を確認することはもちろん、急な予定
の変更があった場合も、その内容をeDockに記入しておけばオフィスにあるPCのデータも
変更されるため、あとで行動を確認するのが非常に楽になるのだ。
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INTERNET magazine 2000/11 251クレードル：PDAとPCを接続してデータの受け渡しをする受け台型の装置。充電にも使えることが多い。

eDockからSync
eDockでの作業を行ったら、“Syncを
開始”をクリックしてfusionOneのデー
タとSyncする。Sync中はこのような別
のウィンドウが現れてSyncが進んでい
ることが示される。 fusionOneではiモードなど、ウェブに

アクセスできる携帯電話に対応した

"fusionOneモバイル"というサービスも提

供している。このサービス専用のウェブサ

イトにアクセスすれば、そこからデータの

確認や変更ができるのだ。外出先からす

ばやく連絡先を確認したり、新たな予定

が入ったときにそのデータをカレンダーに

書き込んだりするなど、携帯電話ならで

はの機動力を発揮すれば、データをより

いっそう活用できるようになる。

mobile.fusionone.co.jp

fusionOneではPalm OSへの対応も進

められている。専用のエージェントソフト

を導入したPalm機にモデムを接続し、

fusionOneのサーバーにアクセスすると、

そこからデータの閲覧や変更が可能にな

る。つまりいちいちクレードルに接続しな

くてもPCとの同期がとれるようになると

いうわけだ。残念ながらPalm OS用の

fusionOneエージェントソフトは、英語

版のみで2バイト文字には対応していない

のだが、来年早々にも日本語対応の正式

版がリリースされることになりそうだ。

iモードでSync：いつも最新のアドレスを

“PalmでSync”はもうすぐ対応予定

ファイルやブックマークも使える
fusionOneではPC上の任意のフォルダー内のファ
イルデータをSyncできる。たとえば自宅のマシン
にあるMP3データを、オフィスのPCに移して聴く
ことも可能だ。
また複数のマシンでインターネットを利用している
場合、それぞれのブックマークがまったく異なる内
容になってしまい、見たいページのURLが見つか
らないことがある。Syncサービスを利用してどこ
でも同じブックマークが共有できればもうそんな心
配もないし、どのPCでも自分のブックマークを使
えるようになる。

米国版ベータ版はウィンドウズ用のエージェントと同様にし
てPCにPalm用エージェントをインストールする。クレード
ルに接続したPalmをPC経由でfusionOneにSyncさせる
ほか、Palm単体でもモデム経由でインターネットに直接接
続してのSyncが可能だ。

iモードで表示させたeDock。“連絡
先”、“カレンダー”などPCのブラウザ
ーから見るeDockと同様にfusion
Oneに置いてあるデータが表示され
る。なおWAPでのサービスも近く
始まる予定（写真はデモ）。

携帯電話からウェブを通してアクセスすると、“fusionOneモ
バイル”という項目がデバイスの欄に追加される。
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通常の同期の手順（概念図） 

fusionOneでのSyncの仕組み 

更新されたファイル 

送り側 タイムスタンプなどの単純な比較 

上書きして古いファイルを削除 
 

受け側 

まるごと転送 

更新されたファイル 

デバイス側 

エージェント 
常に変更を 
モニターする fusionOne

古いファイル 
 

差分の情報 
 

最新のファイル 

差分の情報のみを伝える 
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インターネットにファイルや予定表、さ

らにはメールといった自分の大事なデータ

を預けるとなると、ユーザーからすればセ

キュリティーについてどのような対策を講

じているのかが一番気になるところだ。そ

の仕組みを理解するためには、まず通常

のファイル同期システムとの違いを知る必

要がある。

fusionOneではインターネット上に常

に最新のデータがアップロードされている

ように見える。しかしこれは最新のファイ

ルをどこかの機器に保持しながら特定の

機器の間で結ばれたクローズな環境でフ

ァイルを転送して同期するのとはまったく

わけが違う。fusionOneではファイルに

加えられた変更をあらかじめエージェント

がすべてチェックしており、Syncボタン

をクリックすると、どのような変化が加え

られたかをエージェントがサーバーに伝え

る仕組みになっているのだ。

また、ユーザーがSyncするためのデー

タはすべて「fusion Pack」という独自の

暗号化形式で差分情報のまま保管される。

これには暗号化のほかにもファイルを圧縮

する効果がある。つまりファイルサイズが

小さいうえに、その元データはファイル間

の差分を伝える情報なので、1回のSync

でネットワークにかける負荷は小さくなる

というわけだ。「インターネットにデータ

を保管し、常に差分の情報が管理されて

いる」というように言い換えれば、これま

での一般的な同期ソフトやシンクロサービ

スとfusionOneとがまったく違うもので

あることがわかるはずだ。

米国では現在10万人と言われるユーザ

ーのデータを収容するために26テラバイ

トのストレージを準備しているという。こ

れだけのデータが物理的にも認証の仕組

みのうえでも、さらにはアクセス経路のう

えでも堅固なデータセンター内で守られて

いる。今後は80～100テラバイトまで増

強しながら、最終的には500テラバイト

という途方もない規模のストレージサーバ

ー群が構築される計画だ。現在日本法人

ではデータセンターを日本に設置する計画

を進めており、安心感および速度面での

改善をはかる見通しだ。来年度末に会員

数70万人を目指す日本でも相当な規模

のデータセンターが建設されることは間違

いない。

データは暗号化されたまま守られる
管理用サーバーが持つユーザー情報はサインアップ時に作成され、この時点でパスワードは多重に暗号化される。
ユーザーがfusionOneにアクセスするには管理用サーバーにSSLを用いて接続して認証を受ける。管理サーバーは
Sync用のワンタイムパスワードと暗号化キーをSSLで返す。ワンタイムパスワードと暗号鍵を組み合わせてデータ
を暗号化しながらストレージサーバーとデータをやりとりする。サーバーには暗号化されたままデータが蓄積される。

更新情報のみが行き来する
Syncサービスでの同期
fusionOneではデータは常に変更情報の積み重ねとし
て追加、蓄積されていく。テキストファイルの一部分
や巨大な画像ファイルのほんのわずかな部分の修正な
らば、通常の同期のようにファイルを完全に転送する
手間は必要ない。この差分を導き出すために常にファ
イルの変更をモニターするのがPCに常駐するエージェ
ントなのである。

データの「保管」から有機的な「統合」へ

fusionOneが
情報管理の常識を変える

徹底した暗号化と差分更新で安全性を確保

PC

PC

携帯電話 

PDA

eDock

管理用 
サーバー 

ストレージ 
サーバー 

①SSLによるユーザー認証作業 
②Sync用のパスワードを発行 
 

ユーザー 
ID

暗号化 
パスワード 

暗号キー パスワード 
ヒント 

メール 
アドレス 
 

持っているデータ＝ユーザー情報 
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yyyyyyyyyyy暗号化された 

データ 

持っているデータ＝fusion pack
暗号化された 
データ 

暗号化された 
データ 

暗号化された 
データ 
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飛行機の予約 
○月○日○○時○○分 
○○社○○○便 
 

ホワイトページ検索結果 
氏名：○○ ○○ 
住所：東京都○○区○○町 
TEL：03-1234-5678 
郵便番号：123-4567

PC

PC

携帯電話 

fusionOne

Sync

Sync

Sync

カレンダー／ 
連絡先の 
情報に追加 

1クリックSyncボタン 

CLICK! CLICK!

INTERNET magazine 2000/11 253グループウェア：企業内ネットワークを活用して情報共有やコミュニケーションの効率化を図り、グループによる協調作業を支援するためのソフトウェアの総称。

日本での展開だが今後はiモードや

WAPに対応した携帯向けのウェブサービ

スが展開の目玉となる。9月からの4か月

間は安定化を図る時期とのことで、ウィ

ンドウズCEやマッキントッシュ、Palm

OS向けの正式サービスの開始は今年の終

わりから来年以降に予定されている。ウ

ィンドウズユーザーでない人には非常に待

ち遠しい限りだ。

また、fusionOneのサービスは個人向

けのみではない。優先度を決めながら複

数のユーザーにデータの変更を反映させる

グルーピングの機能を搭載した次期シス

テムを開発中で、近々企業向けにグルー

プウェア的なサービスも提供される。

その一方で、個人向けサービスに対し

ても単なるファイルストレージや個人予定

管理以上の付加価値を与えるために、日

頃見るサイトから役立つデータを自分の

データにSyncさせていく“1クリック

Sync”の仕組みを大手ポータルサイトと

提携で進めていくという（上図）。飛行機

のチケット予約や金融サービス、生活に

もっと密着した分野ではオンラインショッ

ピングやオークションにも、1クリック

Syncのボタンが登場するというわけだ。

応用が進めばインターネットにつながった

あらゆる情報機器がfusionOneに置かれ

たデータをもとに動作するだろう。

すべての機器が情報をインターネットに

置いて共有できる時代が到来し、こうし

たデータの同期や統合的な管理が重要に

なることは確実である。fusionOneはデ

ータの一元管理という分野でプラットフ

ォームなることを目指しているのである。

今後のロードマップ（サービス展開予定）

1クリックSyncで
情報がどんどん膨らむ
今後のサービスの要となるのが“1クリックSync”と
呼ばれるものだ。上の画面は米InfoSpaceのホワイト
ページ（オンライン電話帳）「PeopleFinder」の検索
結果。この脇に現れたバナーをクリックすると
fusionOneへのユーザー認証画面が現れる。Syncが
行われると“連絡先”にデータが追加される。こうし
て便利な情報が個人のデータにどんどん組み込まれて
いくわけだ。

www.infospace.com

機器を問わずあらゆるデータが1つに集まる

1クリックSyncの仕組み

現在 2000年秋 2000年冬以降 

デバイス 

OS

ウィンドウズPC

iモード 

iモード 

アプリケーション アウトルック 

PalmPilot WAP

ウィンドウズCE

マッキントッシュ 

SyncML Phones

EPOC Phones

EPOC

Linux

MS Exchange

WorkPad

Lotus Organizer

Lotus Notes

Eudora

アウトルック 
エクスプレス 

ネットスケープ 
コミュニケーター 

ウィンドウズ 
95/98/2000/NT

ウェブで見たデータを予定表に組み込むには、これまではコピーアンドペーストでテ
キストの形にしたり、手動で入力したりするしか方法がなかった。インターネットに
データを置くfusionOneでは1クリックで自分の予定表にデータを追加できる。
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